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Abstract: The nonprofit organization Minna no Code provides the generative AI learning material "Minna 
de Generative AI Course" free of charge to elementary, middle, and high schools across Japan. So far, a 
total of 36,000 students have used the course, generating 1.28 million dialogue records with AI. Through 
these interactions, students engaged in activities to learn about generative AI and applied it to various 
subjects. This study analyzes these dialogue records to examine how interaction trends differ based on grade 
level, gender, usage frequency, and other factors. 

 

はじめに 

NPO 法人みんなのコードは全国の学校に向けて
生成 AIを実際に利用して学習できる教材、「みんな
で生成 AIコース」（以下、本教材）を提供している
[1]。小学校、中学校、高等学校を中心に全国で利用
され生徒と生成 AI の対話履歴が 128 万件収集され
た[2]。この履歴には、様々な学校現場で生徒が生成
AIの特性を探りながら、対話しているプロンプトが
記録されている。本研究はこの内容と傾向を分析す

る事でユーザーが生成 AI と対話する際の典型的な
試みや属性による異なる傾向を理解する示唆を得る

事を目的とする。 

学校における生成 AI利用の背景 

日本の学校における生成 AIの利用については、文
部科学省が指定した AIパイロット校を中心に、利用
規約や生成 AI の特性に留意した上で実践が進めら
れている。なお、文部科学省は 2024年 12月、初等
中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガ
イドライン ver.2を公表している[3]。 
本教材は Microsoft Azure OpenAIの APIを利用し

ており年齢制限はない。利用規約では教師が生徒と

AIの対話状況を把握できること、必要に応じて保護
者または生徒に説明をすれば利用できるように定め

ている。なお、本教材の利用とアカウント登録にあ

たっては研究へのデータ利用がされる事への同意を

得ている。 

問題設定 

本研究では主に下記の問いを念頭に分析を進める。 
RQ1: 学校段階、学年、性別によって生成 AIとの
対話回数に違いがあるか 
RQ2: 学校段階、性別に応じた生成 AIとの対話の
内容、話題に違いがあるか 
分析にあたっては生徒が利用の際に登録した学年、

性別のプロフィール情報を用いる。この項目は回答

をしない事もできる任意項目となっている。 

先行研究 

Sawalhaa(2024)らは[4]、大学生の ChatGPT へのプ
ロンプトを分析し、単一の質問による利用、複数回

の応答による利用の割合には男女差があり、複数回

の応答による利用をした学生が男性は 72％だった
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のに対し、女性は 39％に留まった事を報告した。 
また日本リサーチセンター(2025)などの統計でも
生成 AIの利用率は、男性が女性よりも高いことが報
告されている[5]。 

分析手法 

本研究では本教材の利用データのうち2024年4月
から 2025年 1月までを対象に集計分析する。またプ
ロンプトの内容に関する分析については分析ツール

上の容量制約から 2025 年 1 月のデータを対象とす
る。 
プロンプトの内容分析にはユーザーローカル社の

AIテキストマイニングツールと[6]、BERTを用いた
TF-IDF による話題分析が行えるBERTopicを利用し
た[7]。 

BERTopic は日本語での分析事例も報告されてい
る[8]。その上で分類できないクラスタが生じる事、

複数のクラスタに類似したデータが表れる事も念頭

に置き、BERTopic が分類した 40 個以下のクラスタ

に対して項目、大項目を別途ラベリングし集計を行

った。項目は複数のクラスタに混在する為、例えば

しりとりの返答などは類似する話題のクラスタの中

にも多数出現する。それをふまえ、各クラスタで最

も代表的と思われるものを大項目とラベリングした。 

結果 

生徒が送信したプロンプトの件数をプロフィール

に応じて単純集計した結果を示す。 
 

表 1: 平均プロンプト件数 
学校段階 男性 女性 
小学校 39.68 35.31 
中学校 34.71 35.65 
高等学校 21.51 23.43 
教師・職員 13.36 11.45 

n=13,763人 
 
 同じく生徒が送信したプロンプトの件数の中央値

を学年ごとにプロットした図を示す。小学校 1年生
を 1として連続した年数を採番した。17は教師を示
している。小学校 1〜２年生についてはそれぞれ合

計 100人を切っている点は注意が必要である。 

 
図 1: 学年ごとの送信プロンプト数の中央値 

特徴語彙の分析結果 

次に AIテキストマイニングツールで分析したそれ
ぞれの学校段階における語彙を分析した結果を示す。 

 
図 2: 小学生男女の特徴語彙 

 

 
図 3: 中学生男女の特徴語彙 

 

 
図 4: 高校生男女の特徴語彙 

 

話題分析の結果 

 次に BERTopicによる話題分析を行い、小項目、大
項目を目視でクラスタにラベリングした集計結果を

示す。 



 
図 5: 小学生男子の上位クラスタ 

 

 
図 6: 小学生女子の上位クラスタ 

 
表 2: 小学生のクラスタ分類割合 

大項目 男性 女性 
対話 40.32% 39.04% 
学習活動 30.86% 30.20% 
未分類 25.08% 23.57% 

AIの学習 1.83% 4.67% 
しりとり 1.12% 1.97% 
雑談 0.79% 0.55% 

 

 
図 7: 中学生男子の上位クラスタ 

 

 
図 8: 中学生女子の上位クラスタ 

 
表 3: 中学生のクラスタ分類割合 

大項目 男性 女性 
対話 43.85% 38.41% 
未分類 26.47% 26.42% 
学習活動 19.34% 26.19% 
しりとり 6.21% 7.25% 
雑談 3.59% 1.03% 

AIの学習 0.54% 0.70% 
 
 高等学校については特に男性のクラスタごとのサ

イズが小さい為、集計表のみ示す。 
 

大項目 男性 女性 
対話 11.42% 37.05% 
未分類 18.01% 20.09% 
学習活動 29.43% 18.13% 

プログラミング 9.84% 16.55% 
しりとり 25.81% 6.40% 
雑談 5.48% 1.78% 

 

考察 

RQ1対話回数の違いに関して 

 生成 AI に対してメッセージを送信する回数につ

いては小学校では高学年に向けて増え、中学生（7 
YEARS）以降は減少していく傾向が見られた。また

教師・職員については利用の形態が異なるとはいえ

更に低かった。男女による差については全体として

は男性より女性の方が送信回数が多い傾向が見られ

た。 
 しかし中学校２〜３年、高等学校 3年では女性の
件数が高くなっている。この部分については本教材

を非常に活発に利用している女子校、ないしは共学

ではあるが女性の比率が高い学校では女性の生徒の

活動が多くなっている影響と考えられる。サンプル



数は少ないが女性の比率が大幅に高い学校では男性

の生徒の活動が少なくなっていた。 

RQ2対話内容の違いに関して 

 語彙の分析からは学校段階が上がるにつれて異な

る活動で生成 AI を利用している様子が浮かび上が

った。小学校では国語、理科、社会などの活動を想

起させる語彙が男女を問わず出現した。中学では英

語や物理、高校ではプログラミング、体育祭などが

あたる。 
 また生成 AI との対話になれる為に小学校で連想

ゲーム（マジカルバナナ）、中学校・高等学校でしり

とりの活動と思われる対話が出現した。また小学校

については入力の不慣れさを補うためか、番号や選

択肢で回答できるようなプロンプトを配布して生徒

が利用していることを思わせるような様子があった。

これは結果として送信件数の増加にも寄与している

と考えられる。 
 固有名詞については数は多くないものの、明確に

男女差があり、男性はゲーム、野球、サッカーなど

の話題が、女性は日本のミュージシャン、K-POP、韓
国語などの話題が出現した。 
 形容詞については一貫した特徴を見出すことは難

しいが、「可愛い」が女性に多く出現した。 
 生成 AI のメッセージに対する返事や追加の要望

など複数回の応答を示すようなメッセージのクラス

タは全ての段階で高くなっているが、件数による比

率であるので発話者が偏っている可能性がある。一

方で属性で見る限り、複数回での応答について、サ

ンプル数に問題のある高等学校を除いて一貫した男

女差は見られなかった。 

結論 

 学年、性別を横断した利用状況の集計分析から若

い世代でも活発に生成 AI との対話をしている事が
示唆される。一方で送信件数については男女差があ

るような傾向が見られ、より精緻な分析、検定が必

要である。同時に女子校または近しい状況では男女

共学の学校と異なる利用状況が見られる事から利用

する状況による社会的なプレッシャーが生成 AI の
利用にも影響している可能性がある。 
 発話の内容の分析は BERTopic は大まかな話題の
分類は出来ているが、分類できないケースや混在す

るケースがある。特に生成 AIを対話的に利用する際
には、情報の精査、要約、改善の指示などさまざま

な意図をもったやり取りが行わるがそのような分

析・分類は行えていない。 
 単純なテキストの分類ではなく発話・対話に特化

した方法でのアノテーション手法、分析の必要性が

強く示唆された。 
 また対話型生成 AI は老若男女を問わず幅広く活

用が期待されるインターフェースであるが、本研究

で見られたように年齢や性別による利用の違いが存

在する可能性があり、インターフェースやエージェ

ントもそれを念頭に入れた振る舞いが必要になる可

能性についても今後の検討が必要である。 
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